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KASEI活動の変化
2016 7 KASEI

3

2017

2

3

支援へのお礼
KASEI

末廣香織　Kaoru SUEHIRO

九州大学大学院人間環境学研究院都市・建築学部門准教授
鶴田敬祐　Keisuke TSURUTA

2018 年度 学生代表
九州大学大学院 人間環境学府 空間システム専攻修士課程

実行委員長挨拶
Introduction of Executive chairman

学生代表挨拶
Introduction of Representative student

KASEI

2016 7

KASEI 2

KASEI 2018

KASEI

3

2

KASEI

災害大国日本における備えとして
2017 7 5 6

4 107
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2018 7 7
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3
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KASEI

3 6 2
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2016 4 2

4,303 3,276

1,000 ＊1

2017 5 14,923

2018 5 10,548

5,000

12 47

1,733 ＊2 6 10
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1 29.7m2

熊本地震現状
Present situation of Kumamoto earthquake

＊3

KASEI

1

KASEI 1

2

KASEI

100

KASEI

KASEI
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3

3,000

21

29.7m2

RC

＊4

＊5

KASEI

＊1 熊本県：応急仮設住宅等の入居状況について（H30.5.31現在）、
 http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_23963.html、2018.7.31参照
＊2 熊本県：災害公営住宅の整備について、
 http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_19145.html、2018.7.31参照
＊3 岩佐明彦：応急仮設住宅のカイゼン型性能向上の成果と限界、建築雑誌、
 vol.132、No.1695、pp.24-15、2017.3

＊4 公営住宅は、公営住宅法の規定による国の補助を受け、市町村が建設、
買取りまたは借上げを行い、低所得者に貸与または転貸される住宅などを指す。
一方で、単独住宅は市町村が単独で費用を賄って建設などを行う住宅を指す。

＊5 九州大学末廣研究室のヒアリング調査に基づく。

野口雄太　Yuta NOGUCHI

九州大学大学院人間環境学府都市共生デザイン専攻博士後期課程

玄関を引き戸にするなどしたバリアフリー型木造仮設

西原村河原地区の災害公営住宅と集会所

各地で建設が進む災害公営住宅
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研究発表
8

3

110

3

1

（図1）

2

仮設団地に関する研究発表
 Research presentation

3

4

5

6

7

8

感想

団地名 T仮設団地 K仮設団地 H仮設住宅
立地 上益城群益城町小谷 阿蘇郡西原村小森 熊本市南区富合町平原
世帯数 516戸 312戸 27戸
入居方法 益城町全域から入居している 西原村唯一の仮設団地 大半が1つの小学校区からの入居
集合施設 本格型（1） 本格型（3）

集会場・60m
2（6） 集会場・60m

2（1）
談話室・40m

2（4） 談話室・40m
2（3） 談話室・40m

2（1）
イベント開催頻度 毎日／複数のみんなの家にて 月／20～25回 月／6～9回
アンケート配布日 平成29年9月15日 平成29年12月8日 平成29年11月21日
回収率
H30.1.19 時点

150世帯（32.3%） 39世帯（14.5%） 17世帯（65.4%）
52世帯配布不可（65歳以上：56%） 45世帯配布不可（65歳以上：72%） 1世帯配布不可（65歳以上：41%）

回答者属性 年齢、家計主事者の年齢、性別、現在の家族構成、住まいの工区、住まいの間取り、設住宅入居日、仕事の有無、元々の居住地区、世帯の主な収入源等
調査内容 地震前の暮らしについて 仮設団地での現在の暮らしについて 仮設退去後の暮らしについて

1. 家族以外の人と会う頻度 1. 災害公営住宅について
2. 居住地区の活動や行事の参加について 2. 集団入居制度について
3. 日常生活の中でよく交流、接する人 3.仮設団地を出た後に住みたい場所と住宅形式
4. 以前住んでいた住宅形式 4. 団地内での他の住民の方との交流について

5. 入居してからの新たな出会いについて
6. 地震前後で人と関わる機会の増減
7. みんなの家の利用
8. 団地での暮らしについて（自由記述）

表1仮設団地、アンケート調査概要

図1  制度をどのような人と利用したいか（複数回答可）

T仮設団地
（n=76）

K仮設団地
（n=18）

H仮設団地
（n=8）

仮設団地で知り合った同じ工区の人

親戚

その他

仮設団地で知り合った違う工区の人

避難所で知り合った人

以前住んでいた地域の友人

以前住んでいた地域以外の友人

24 3
2

310
8

25

3
5

1

4

46

4

1

加悦由樹　Yuki KAETSU

熊本県土木部建築住宅局建築課アートポリス・UD班
2017年度熊本県立大学環境共生学部居住環境学科卒
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3094 695

22.4

I. II.

III. IV. V.

VI.

VII.

1

65

2

3 1 2

3

熊本県応急仮設住宅居住者を
対象とした全世帯アンケート調査
Questionnaire Survey

139 196 30 40

60

265

344

6

（図 4）

KASEI

KASEI

KASEI

佐藤哲　Satoshi SATO

熊本県立大学環境共生学部居住環境学科准教授

図1  市町村別回答数

阿蘇市

n=630

宇城市

宇土市

益城町

嘉島町

菊陽町

甲佐町

山都町

産山村

西原町

大津町

南阿蘇村

美郷町

氷川町

2
1

1
1
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高齢者 非高齢者

4
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5
3

41
25

24
5

28
15

32
17

3

23
7
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16
10

35
13
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6

1
0

図2  仮設住宅入居前後の家族数の変化

図3  転出した家族の続柄と現在の居住地

図4  仮設住宅退去後に希望する住居形式
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公務員

専業農家

兼業農家

アルバイト

主婦

無職

その他

高齢者 非高齢者

新築する住宅

複数の選択肢で迷っている まだ分からない その他

民間の借家や社宅など 復興公営住宅 県内のその他の公営住宅 養護老人ホームなどの施設

同じ仮設団地内 別の仮設団地 みなし仮設 元の自宅屋敷内 その他 不明
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4
2

1

6

1

14 26

21

47

36

19

13

仮設住宅入居後
の家族数

仮設住宅入居前
の家族数
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4053

2716

14
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1

1

47120

n=435

n=196

n=630

1
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3 2 1 2 3
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12

山都町
Yamato-cho

阿蘇市
Aso-shi

南阿蘇村
Minamiaso-mura

産山村
Ubuyama-mura

1

2

4

3

5

28
2931

27
17

30

6

8

910

11

18
19

20
21

22

13 16

14 15

23

24
25

26

熊本市
Kumamoto-shi

宇城市
Uki-shi

美里町
Misato-machi

氷川町
Hikawa-cho

甲佐町
Kosa-machi

御船町
Mifune-machi

益城町
Mashiki-machi

嘉島町
Kashima-machi

宇土市
Uto-shi

菊陽町
Kikuyo-machi

大津町
Ozu-machi

西原村
Nishihara-mura

1. 城南町さんさん2丁目｜
Jonan-machi sansan2-chome

九州産業大学｜Kyushu Sangyo University

2. 境目1｜Sakaime-1

鹿児島大学｜Kagoshima University

3. 境目3｜Sakaime-3

山口大学｜Yamaguchi University

4. 新松原｜Shin-matsubara 

九州大学｜Kyusyu University

5. 当尾｜Tounoo

鹿児島大学｜Kagoshima University

6. 御嶺｜Goryo

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

7. 内牧｜Uchinomaki

九州産業大学｜Kyushu Sangyo University

8. くすのき平｜Kusunoki-daira

大阪工業大学｜Osaka Institute of Technology

9. 室第二｜Muro

九州大学｜Kyushu University,

福岡大学｜Fukuoka University,

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

10. 室南出口｜Muro-minami deguchi

九州大学｜Kyushu University,

福岡大学｜Fukuoka University,

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

11. 岩坂｜Iwasaka

九州大学｜Kyushu University,

福岡大学｜Fukuoka University,

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

12. 陽ノ丘｜Hinooka

九州大学｜Kyushu University,

福岡大学｜Fukuoka University,

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

13. 小森1｜Komori-1

長崎大学｜Nagasaki University

14. 小森2｜Komori-2

九州大学｜Kyushu University

15. 小森3｜Komori-3

西日本工業大学｜Nishinippon Institute of 

Technology

16. 小森4｜Komori-4

佐賀大学 Saga University

17. 玉虫｜Tamamushi

大阪市立大学｜Osaka City University

18. 甘木｜Amagi

大阪市立大学｜Osaka City University

19. 東小坂｜Higashikosaka

熊本大学｜Kumamoto University

20. 近隣公園｜Kinrin koen

崇城大学｜Sojo University

21. 下仲間公園｜Shimonakama koen

崇城大学 Sojo University

22. テクノ｜Tekuno

熊本県立大学｜Prefectural University of 

Kumamoto,

有明工業高等専門学校｜National Institute of 

Technology, Ariake College

23. 安永｜Yasunaga

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

24. 飯野｜Iino

九州工業大学｜Kyushu Institute of Technology

25. 小池島田｜Oike-shimada

崇城大｜Sojo University

26. 木山｜Kiyama

山口大学 Yamaguchi University

27. 白旗｜Shirahata

九州大学｜Kyushu University, 

熊本高等専門学校｜National Institute of 

Technology, Kumamoto College

28. 白旗第2｜Shirahata dai-2

九州大学｜Kyushu University, 

熊本高等専門学校｜National Institute of 

Technology, Kumamoto College

29. 乙女｜Otome 

九州大学｜Kyushu University, 

熊本高等専門学校｜National Institute of 

Technology, Kumamoto College

30. 乙女第2｜Otome dai-2  

九州大学｜Kyushu University, 

熊本高等専門学校｜National Institute of 

Technology, Kumamoto College

31. 乙女第3｜Otome dai-3

九州大学｜Kyushu University, 

熊本高等専門学校｜National Institute of 

Technology, Kumamoto College

KASEI活動マップ（熊本地震）
KASEI activity map
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・2017.04.15
御船町東小坂団地
意見交換会
熊本大学田中研究室

・2017.04.25
宇城市当尾団地
花植えと台座設置ワークショップ
鹿児島大学鷹野研究室・第一工業大学

・2017.04.28
甲佐町乙女団地
現状調査
熊本高専下田研究室

・2017.04.30
白旗第一団地
本棚制作
九州大学末廣研究室

・2017.05.26
甲佐町乙女団地
ごみ収集所とテーブルのデザインに関する意見交換会
熊本高専下田研究室

・2017.05.27
南阿蘇村
ゴーヤカーテンの設置
九大・九工大・福大合同チーム

・2017.05.28
美里町
ゴーヤカーテンの設置
鹿児島大学鷹野研究室

・2017.05.28
宇土市浦田団地
植木鉢カラーペイント計画
鹿児島大学柴田研究室

・2017.05.30
白旗第一団地・乙女第一団地
グリーンカーテンの設置に関する意見交換会
九州大学末廣研究室

・2017.06.08
大津町室第二団地・宇土市新松原団地
意見交換会
九大・九工大・福大合同チーム

・2017.06.17
白旗第一団地_グリーンカーテンの設置
九州大学末廣研究室

・2017.06.30
甲佐町乙女第一団地
糸の鳥よけ
熊本高専下田研究室

・2017.07.02
宇土市境目団地
植木鉢カラーペイント計画
鹿児島大学柴田研究室

・2017.07.10
室第二団地
意見交換会
福岡大学四ヶ所研究室

・2017.07.15
木山団地
風防壁の計画立ち上げ
山口大学内田研究室

・2017.07.8-9
白旗第二団地
花壇の制作
九州大学末廣研究室

・2017.07.21
甲佐町乙女第二団地
テーブルの作成・設置
熊本高専下田研究室

・2017.07.25
新松原団地
プッシュ型みんなの家ワークショップ
九州大学田上研究室

・2017.07.31
室第二団地
意見交換会
福岡大学四ヶ所研究室

・2017.08.06
甲佐町乙女第一団地
ゴミ捨て場の改修
熊本高専下田研究室

・2017.08.23
御領団地
縁側の床張り作業
鹿児島大学

・2017.09.10
木山団地
風防壁
山口大学内田研究室

・2017.09.22
内牧団地
鍵渡し式
九州産業大学矢作研究室

・2017.09.22
林田団地
集会所完成パーティー
九州大学末廣研究室

・2017.09.26
木山団地
風防壁の設置
山口大学内田研究室

・2017.09.26
頓田団地
意見交換会
福岡大学四ヶ所研究室

・2017.09.30
白旗第二団地
折り畳み式テーブルの設計
九州大学末廣研究室

・2017.09.30
甲佐町乙女第一団地
鳥よけの確認
熊本高専下田研究室

・2017.11.04
テクノ団地
組手什家具作りワークショップ
熊本高専下田研究室

・2017.11.08
御領団地
お茶会
鹿児島大学鷹野研究室

・2017.11.19
木山団地
靴棚製作ワークショップ
山口大学内田研究室

・2017.11.23
甲佐町乙女第一団地
鳥よけの補強
熊本高専下田研究室

・2017.12.17
頓田団地
餅つき
福岡大学四ヶ所研究室

・2017.12.23
林田団地
餅つき
九州大学末廣研究室

・2017.12.28
岩坂団地
餅つき
九州工業大学徳田研究室

・2018.01.12
東峰村
ヒアリング調査
九州産業大学矢作研究室

・2018.01.15
林田団地
今後の活動に関する打ち合わせ
九州大学末廣研究室

・2018.01.30
林田団地
テーブル・雨よけ設計の打ち合わせ
九州大学末廣研究室

・2018.02.17
御領仮設団地・曲野長谷川仮設団地
家具づくりワークショップ
鹿児島大学鷹野研究室

・2018.02.23
林田団地
折り畳みテーブルのモックアップ
九州大学末廣研究室

・2018.03.9-10
大津町室第2仮設団地
みんなの家外壁塗装
福岡大学四ヶ所研究室

・2018.15,17,18
大津町室第2仮設団地
みんなの家外壁塗装
福岡大学四ヶ所研究室

・2018.03.21
南阿蘇村陽ノ丘・長陽運動公園仮設団地
団地現状調査
九州大学芸工チーム

・2018.03.26
宇城市小川団地
組手什ワークショップ
鹿児島大学柴田研究室

・2018.03.26
林田団地
屋外用テーブル作成
九州大学末廣研究室

・活動日
活動団地
活動内容
大学研究室

KASEI活動一覧
KASEI activities list
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Kosa-machi Shirahata

2
Kosa-machi Shirahata dai-2

本棚作成 手作りみんなの家

グリーンカーテン設置 ベンチ付き花壇作成

作業後に住民の方とお話し 折りたたみテーブル作成

［Column］学生の声
KASEIで学んだのは信頼の大切さです。住民の方からの信頼があってこそ、
ものづくりの可能性が広がるのだと実感できます。0から1を築いてくれたの
は先輩方。それを忘れずしっかり引き継いでいきたいです。

九州大学末廣研B4：大谷芽生

［Column］学生の声
住民の方が本当に必要としていることを自分たちで考え提案する大切さ、大
変さを実感しました。そのように住民の方の支援を行いながらものをつくる
過程で、様々なことを学ぶことができ、自分の成長にもつながりました。

九州大学末廣研M1：河村悠希

［Column］学生の声
何か特別な時間をつくるというよりも、他愛ないお話をしたり、住民の方に寄
り添う時間を一番に考えたいと思いました。今後も住民の方 と々一緒に過
ごす時間を大事にして、活動に取り組んでいきたいです。

熊本高専下田研AP2：許斐ももこ

九州大学末廣研

九州大学 末廣研究室・遠藤 由貴、谷口 和弘、鶴田 敬祐、Ester Peralta、
河村悠希、大谷芽生、吉岡大貴（趙研究室）

九州大学末廣研

末廣香織｜Kaoru SUEHIRO

九州大学准教授｜Kyushu University, Assoc. Prof.
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Kosa-machi Otome dai-1,dai-2,dai-3 Mashiki-machi Yasunaga,Iinosho 

ゴミ収集所の修繕案についての意見交換 みんなの家の縁側を拡張

ダイニングテーブルの制作 子供の遊び場

完成後の様子 食事会の様子

［Column］学生の声
今思うと、これだけのものを完成させることができたことが驚きです。完成ま
でに多く人に関わっていくその過程が、とてもいい経験となりました。これか
らも自分たちにできることをやっていければと考えています。

九州工業大学佐久間研M1：松山裕生

佐久間治｜Osamu SAKUMA

九州工業大学教授｜
Kyusyu Institute of Technology, Prof.

熊本高専下田研 九州工業大学佐久間研

下田貞幸｜Sadayuki SHIMODA

熊本高等専門学校教授｜National Institute of 

Technology, Kumamoto College, Prof. 

熊本高専下田研究室・許斐ももこ、西田みずき、藤井祐稀
熊本高専浦野研究室・永野蓮太
熊本高専松家研究室・藤掛佑基
熊本高専入江研究室・井島拓也
熊本高専上久保研究室・松田崇志

熊本高専岩坪研究室・吉村龍
熊本高専勝野研究室・小嶋晃平

九州工業大学 佐久間研究室・今井 智也、徳永 晋、野口 亮太、松山 裕生、
池尻賢矢、石川龍、井藁大希、西田淳
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Nishihara-mura Komori

本格的な夏が到来する前に冬用のカーペットも片付けた

片付けする子と遊ぶ子

お片付けWSから数週間後のみんなの家

九州大学菊地研
佐賀大学平瀬研
長崎大学安武研

西日本工業大学岡田・三笠研

三笠友洋｜Tomohiro MIKASA

西日本工業大学准教授｜
Nishinippon Institute of Technology, Assoc. Prof.

岡田知子｜Tomoko OKADA

西日本工業大学教授｜
Nishinippon Institute of Technology, Prof.

平瀬有人｜Yujin HIRASE

佐賀大学准教授｜Saga University, Assoc. Prof

安武敦子｜Atsuko YASUTAKE

長崎大学准教授｜Nagasaki University, Assoc. Prof.

内田貴久｜Takahisa UCHIDA

内田貴久建築設計事務所｜
Uchida Architect Design Office

菊地成朋｜Shigetomo KIKUCHI

九州大学教授｜Kyushu university, Prof.

黒瀬武史｜Takefumi KUROSE

九州大学准教授｜Kyusyu University, Assoc. Prof.

九州大学菊地研究室・
野口雄太、前川遥奈、丸山千尋、薮井翔太郎、片岡美佳、沼口悠太、
春山詩菜（黒瀬研究室）
佐賀大学平瀬研究室・
広谷洸多、林田大晟、江崎史浩、岳嘉鵬、中村実咲、永山貴規

［Column］学生の声
第2団地を訪れると，いつも子どもたちが遊んでいる姿が見られます。今回，
その子どもたちと一緒にみんなの家の使い方について考えながら，お片付け
会を行ったことで子どもたちとの交流ができたと思います。

九州大学菊地研 M1：沼口悠太

設置する家の住人さんだけでなく近隣のみなさんにも気にかけて頂いた

子供たちは自分が植えた他の家のゴーヤにも毎日水やりをしたそうだ

おもちゃが散乱し閉鎖されそうになったみんなの家
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Uto-shi Sakaime dai-2,dai-3

西山英夫｜Hideo NISHIYAMA

西山英夫建築環境研究所｜
Hideo Nishiyama & Associates, Architects

内田文雄｜Fumio UCHIDA

山口大学教授｜Yamaguchi University, Prof

Mashiki-machi Kiyama

［Column］学生の声
プロジェクトに参加して、作業をしながら直接住民の声を聞くことができ暑
い日も楽しく頑張ることができました。これからも少しでも住民の方の住環
境の改善、憩いの場となる協力ができたらなと思っています。

山口大学B4：呉英里子

［Column］学生の声
風防壁の設置では取り付け後の住民の喜んだ顔が私たちのやりがいとなり、
組手什のワークショップでは住民と一緒に製作し、住民と楽しく活動でき、
ただ単にものづくりでなく、ことづくりの重要性を感じました。

山口大学M1：高橋弦士朗

［Column］学生の声
KASEIという学生主体のプロジェクトに参画したことで、様々なつながりが
生まれました。その瞬間がある一方で、仮設であろうと住民にとってはすべ
てが本物であり、かけがえのない時間を生きているのだと感じました。

山口大学内田研M2：今冨良介

山口大学内田研究室・今冨良介、高橋弦士朗、中尾汐里、瀬戸口佳奈美、
菅元翔、吉永裕樹、小崎由香、赤松恵、小坂田祥太、黒田百夏、花野修平、
三崎令羅、石口真菜、安部彩華、新垣大貴、塩谷玲奈、中村勇志、
呉英里子、北村祐樹、中谷壮悟、濱友彦、蒲池航洋

宇土市境目第2仮設プッシュ型みんなの家

宇土市境目第3仮設プッシュ型みんなの家

災害公営住宅上棟式

みんなの家で子どもと遊ぶ

風防壁づくり

組手什による靴棚づくり

山口大学内田研 山口大学内田研
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Mashiki-machi Tokuno

［Column］学生の声
今年は「加勢」について考えた一年でしたが、組手什WSなどのことを考え
ると「モノづくり」はいつになってもある程度の需要があることがわかりまし
た。今後必要な「加勢」とは何なのか考えていきたいと思います。

有明高専藤原研B5：中川智哉

［Column］学生の声
今年は、今までのWＳ等で作った家具のメンテナンスに行く機会が多かった
です。継続することの大切さを知り、また、自分達の作った物が使われ、役に
立っていると感じKASEIに参加出来て良かったと思います。

熊本県立大学佐藤研B4：西口昂輝

桜まつり住民の方が作った横断幕

芝浦工業大学との合同プロジェクトみんなの広場の看板

夏祭り出店を手伝う学生

熊本県立大学佐藤研
有明工業高等専門学校藤原研
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9 9
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20

11 4 2 WS

20
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芝浦工業大学との合同プロジェクト 2輪ボード用のスロープ

芝浦工業大学との合同プロジェクトみんなの家の隣に芝張り

コンソーシアムひょうご神戸大人の方とのイベントの様子

佐藤哲｜Satoshi SATO

熊本県立大学准教授 |

Prefectural University of Kumamoto, Assoc. Prof.

藤原ひとみ｜Hitomi FUJIWARA

有明工業高等専門学校助教｜
National Institute of Technology, Ariake College 

Assist. Prof.
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Uto-shi Shinmatsubara

［Column］学生の声
今年度は、仮設団地での餅つきのお手伝いなど、団地の方からお願いされて
する活動もありました。今後も被災地からの声に耳を澄ましながら、できる
限りのサポートを続けていきたいと思います。

九州大学田上研M1：福田健

［Column］学生の声
熊本に行くと、いつも私の方が元気をもらいます。新松原のみなさんとの縁
を大切にしながら、みんなの家をたくさん使ってもらえるよう、わたしたちが
できること、本当に必要とされていることを考えていきたいと思います。

九州大学田上研B4：中原有理

意見交換会

花壇WS

完成式

九州大学田上研
福岡大学四ヶ所研

九州工業大学徳田研

WS

30

10
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WS

2 30

WS

WS
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KASEI

熊本県立大学上拂研究室・森内貴士
熊本県立大学澤田研究室・境大介、橋本康隆、濱田兼士朗、竹本雛子
熊本県立大学総合管理学部総合管理学科・阿部いずみ、蛭子裕士
有明高専藤原研究室・大政凪、柴田逸希、中川智哉、吉村春香、
渡邉大貴、池上大智、宮田紳太郎

熊本県立大学佐藤研究室・小濱光時、宇治野里帆子、加悦由樹、
金城正汰、津田桂佑、鳥越柚子、中野未香子、山田大貴
熊本県立大学鄭研究室・高島遥、平山響子
熊本県立大学環境共生学部居住環境学科・加藤里恵、金氏竜哉、
川嶋梨月、児玉誠二郎、田上雄基、西口昂輝、野田歩実、福住陽太、
藤本功大、松岡紗生、飯星裕貴、緒方優風、加藤瑠華、高沢香苗、
田北美早紀、新山舞、野崎由佳、野田理子、長谷川侑希、松永亜由美、
松藤優紀、山口弥桜、山崎朱音

コンソーシアムひょうご神戸 学生と遊ぶ子供たちの様子

組手什WS 受付の様子

組手什WS 記念撮影
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［Column］学生の声
住民の方 と々一緒に無事にみんなの家を建設することができ、充実した活動
ができたと思います。今後も団地の住民の方々や他のボランティア団体と関
わっていきたいと思います。

九州工業大学徳田研M1：大久美保

塗装WS

敷石WS

3月20日竣工

KASEI

2018 3 20

KASEI

四ヶ所高志｜Takashi SHIKASHO

福岡大学助教｜Fukuoka University, Assist. Prof

徳田光弘｜Mitsuhiro TOKUDA

九州工業大学准教授｜
Kyusyu Institute of Technology, Assoc. Prof.

九州大学田上研究室・野添脩斗、田中精耕、河合恵美、磯上千尋、
福田健、有馬駿、中原有理、山中雄登、遠藤智樹
福岡大学四ヶ所研究室・西野雄太、原昌平、井上和音、鈴木嗣巳、
出口貫太、永松怜子、中元翔一、姫野勇輝、屋宜望、岩井巧
九州工業大学徳田研究室・大久美保、木嶋耕平、西田晴貴
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2017 6

7 

KASEI

1

KASEI

KASEI

KASEI

2018 2

2
Minamiaso-mura muro dai-2

［Column］学生の声
昨年度は先輩の手伝い程度でKASEIの活動に参加してきたが、研究室の代
表として仮設住宅の方と話をするうちに喜びや、要望を聞くことができ、今後
も要望に沿うサポートを行っていきます。

九州大学田上研B4：有馬駿

［Column］学生の声
復興が進むにつれて、KASEIプロジェクトとしての役割も変化しつつあるの
ではないかと思います。これからまた一つ一つ、自分たちに出来ることを積
み重ねていきたいと思います。

福岡大学四ヶ所研M1：西野雄太

現地視察

意見交換会

塗装WS

九州大学田上研
福岡大学四ヶ所研

九州工業大学徳田研

朝廣和夫｜Kazuo ASAHIRO

九州大学准教授｜Kyusyu University, Assoc. Prof.

田上健一｜Kenichi TANOUE

九州大学教授｜Kyusyu University, Prof.
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自力再建が進む東小坂仮設団地での取り組み
2 29

CS

3

東小坂団地での意見交換会
29 4 15

CS

CS

学生常駐＠CS

CS

2 1 14 17

CS

CS

2 CS

他仮設団地の視察

3

Mifune-machi Higashi Ozaka

田中智之｜Tomoyuki TANAKA

熊本大学准教授｜Kumamoto university, Assoc. Prof.

星野裕司｜Yuji HOSHINO

熊本大学准教授｜Kumamoto university, Assoc. Prof.

［Column］学生の声
昨年までは（別大学所属で）テクノ団地での活動に関わっていましたが、今
年度からは東小坂団地での活動を経験したことで、各地域ごとに抱えてる問
題は様 で々、支援者それぞれに想像力が必要とされていることを感じました。

熊本大学田中研M1：古賀壮一朗

［Column］学生の声
自力再建が積極的に進んでいた東小坂仮設団地では、特に状況が目まぐる
しく変わり続けていました。支援が自力再建の妨げにならないような配慮も
必要であり、各仮設団地に見合った支援の仕方があることを知りました。

熊本大学田中研M1：藤田智之

学生常駐日の様子

他団地視察の様子

東小坂団地での記念撮影

意見交換会の様子

住民を交えた意見発表の様子

学生常駐日の様子

熊本大学田中研究室・藤田智之、古賀壮一朗、中村太紀、吉永優成、
甲斐悠加、吉海雄大、ワナズルフィア、牛島美夏、立花和弥、武井碩毅

熊本大学田中研
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Uto-shi Sakaime,Takayanagi Uki-shi Goryou,Maganohasegawa,Tounoo

［Column］学生の声
活動を行う中で、被災された人々を元気づけるつもりが私たちまで元気をい
ただいていました。多くの人 と々繋がり合う大切さを本当に実感できました。
これからも少しでも成長しながら加勢していきたいと思います。

鹿児島大学大学院柴田研究室M2：明治強照

［Column］学生の声
昨年度に引き続きこの活動に参加させていただきました。住人の方々も団
地での生活に慣れて来ている反面、改善できることはたくさんあるように感
じました。今後少しでも環境改善の力になれればと思います。

鹿児島大学大学院増留研究室M2：松田寛敬

［Column］学生の声
組手什による家具製作のワークショップを数回実施し、他の地区の人を含め
多くの人と交流することができ、また現地の状況を初めて知りました。今年
度も新たなワークショップを通してKASEIの活動に協力して行きたいです。

鹿児島大学鷹野研究室B4：徳田優志

WSの様子

WS後の集合写真

休憩中の様子

2月17日WS後の集合写真

8月23日「みんなの家」縁側床張り

11月8日お茶会の様子

鹿児島大学鷹野研
福山市立大学
第一工業大学鹿児島大学柴田・増留研

増留麻紀子｜Makiko MASUDOME

鹿児島大学助教｜
Kagoshima University, Assist. Prof.

根本修平｜Shuhei NEMOTO

福山市立大学講師｜
Fukuyama City University, Lecturer

柴田晃宏｜Akihiro SHIBATA

鹿児島大学准教授｜
Kagoshima University, Assoc. Prof.

鷹野敦｜Atsushi TAKANO

鹿児島大学准教授｜
Kagoshima University, Assoc. Prof.

鹿児島大学鷹野研究室・林田真知、畠俊典、平川美憂、加藤佳輝、
田村健太郎、赤松麻由、吉原佳代、稲留壮親、大脇友里加、柴田隆詠、
田畑貴士、徳田優志、安長瑠人
第一工業大学・河野宏文、麻生大雅、金枝秀憲
福山市立大学・内海果奈、新家健太、舟木花織、笠松千春、坂篤紀
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rhythmdesign KASEI

3

KASEI

6 16 2

2

1

1

1 1

2

学生による看板の設置 鍵引き渡し式の様子

完成式の様子 設計メンバーがみんなの家を眺める様子

お茶会の様子 住民の方 と々完成したみんなの家で交流をしている様子

［Column］学生の声
何か少しでも加勢したいと始めたKASEI活動のなかで、他大学の学生や住
民の方々にたくさんの活力を与えて貰いました。活力の恩返しが出来るよう
自分たちの活動を継続していく事の大切さを感じています。

九州産業大学矢作研B2：田所佑哉

［Column］学生の声
先輩方が住民の方々に長く愛されるようにと計画されているので、今後みん
なの家でいろいろな活動を提案し、住民の方 と々共に続けていきたいと思い
ます。

九州産業大学矢作研B4：松石和也

九州産業大学矢作研究室・小澤成美、近藤るい、田所佑哉、森田滉己、
山本彩菜、松石和也、井本大智、濱津のぞみ、松田湖都美、吉永広野

井手健一郎｜Kenichiro IDE

リズムデザイン｜rhythmdesign

矢作昌生｜Masao YAHAGI

九州産業大学教授｜
Kyusyu Sangyo University, Prof.

2
Kumamoto-shi Jonan-machi sansan 2chome Aso-shi Uchinomaki

九州産業大学矢作研九州産業大学矢作研

［Column］学生の声
活動を企画した際には、地域のたくさんの住民の方々が参加してくださり
私たちも楽しませていただいてます。これからの活動予定も増えているので
継続して関わっていきたいと思います。

九州産業大学矢作研B3：小澤成美

32 33
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9

10 4

20

3

Mashiki-machi Oikeshimada

西郷正浩｜Masahiro SAIGO

崇城大学教授｜Sojo University, Prof.

益田信也｜Shinya MASUDA

近畿大学准教授｜Kinki University, Assoc. Prof.

秋元一秀｜Kazuhide AKIMOTO

崇城大学教授｜Sojo University, Prof.

Kashima-machi

［Column］学生の声
便利なものだけでなく皆さんで同じものをつくることこそ、物理的にも精神的
にも支えてくれるものとことの提案になることを実感し、私たちの活動が少し
でも住民の方々のお役に立つことを切に願った一年でした。

崇城大学西郷研B4：赤尾光彦

崇城大学秋元研究室・安達大樹、一鬼正浩、笠井雄登、下川祥平、
鶴えりな、池田清華、中村公俊、中山毅男
近畿大学 益田研究室・守田 駿、藤原 丈武、野坂 響、大棚 紀輝、真弓静七、
樋口葵、福田菜々子

崇城大学西郷研究室・谷本優希、中津美穂、古田佑季、野嶋柊子、
二階堂匡佑、福田智大、森下鉄平、坂井郁途
崇城大学秋元研究室・池田清華、宮崎航大、中村公俊、中山毅男、
松尾伸

長押の設置作業

裁縫テーブル打合せ

裁縫テーブル作業

組手什による傘立てつくり（近隣公園団地）　

正月飾りつくり（下仲間団地）

門松つくり（上仲間団地）

崇城大学西郷研・秋元研
崇城大学秋元研
近畿大学益田研
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2017 3

6 4 10

460

6 28 7 4

8 29 30 &

KASEI

9 18

KASEI

2017 5

DIY

Misato-machi Kusunoki-daira Mifune-machi Tamamushi,Amagi

［Column］学生の声
昨年度は甘木団地・玉虫団地ともにみんなの家が竣工し、また様々なワーク
ショップを行うことができました。2年間のKASEI活動を通じて学んだこと、
体験したことを今後の活動にも生かしていきたいと思います。

大阪市立大学大学院 M1：重光理沙

［Column］学生の声
くすのき平みんなの家でのWSと使われ方の調査を通じてコミュニティ形成
の難しさと運営形態の重要性を学ばせてもらいました。私たちの小さな加
勢をきっかけに、みんなの家が地域の拠り所となることを願っています。

大阪工業大学前田研M2：東野健太

建築デザイン研究室・川口昂史、重光理沙、中嶋純一、菰口祐美子、
中林顕斗、宮城太一
建築計画研究室・土居和樹、富永慧、海本芳希、中野隆太

大阪工業大学前田研・東野健太、阿部彩音、島野美樹、埜田太一、
萩原克典、林雅大、新井悠太、隈元崚太、宇田政仁、南石敦史、
帆足勇輝、片岡一智、岩村莉奈、薮南美、渡邊葵衣

［Column］学生の声
みんなの家の施工に参加して、自分の手で建築ができていく感覚を味わえて
とても楽しかったです。現地の方 と々たわいもない会話を繰り返す中で、授
業だけでは気付けない建築の着眼点を見つけることができました。

大阪工業大学前田研B2：薮南美

左官ワークショップ

みんなの家

竣工パーティ

上棟式の餅まき

デッキ塗装ワークショップ

たこ焼きパーティ

大阪工業大学前田研 大阪市立大学宮本研・横山研

宮本佳明｜Katsuhiro MIYAMOTO  

大阪市立大学教授｜Osaka City University, Prof. 

前田茂樹｜Shigeki MAEDA

大阪工業大学准教授｜

Osaka Institute of Technology, Assoc. Prof.

横山俊祐｜Shunsuke YOKOYAMA

大阪市立大学教授｜Osaka City University, Prof.

36 37
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嘉麻市
Kama-shi

朝倉市
Asakura-shi

うきは市
Ukiha-shi

八女市
Yame-shi

東峰村
To-ho-mura

日田市
Hita-shi

添田町
Soeda-machi

4
2

1

3

29 7 5 1

29 7

5

40

336 1,096 44 180

1,481 ＊1 5

24 7 H29

1

30 7 ＊2

3 78 1 22

3

H24

3

KASEI

KASEI

九州北部豪雨現状
Present situation of heavy rainfall in Northern Kyushu 

＊1 消防庁：平成29年6月30日からの梅雨前線に伴う大雨及び台風第3号の被害状況
及び消防機関等の対応状況について（第76報）、平成30年6月1日発表

＊2 この地域は歴史的に見ても梅雨前線を原因とする集中豪雨による水害が多発して
おり、1953年に発生した昭和28年西日本水害では、筑後川・白川を始めとする
北部九州の河川という河川がほぼ全て氾濫、流域に甚大な被害をもたらしている。

KASEI活動マップ（九州北部豪雨）
KASEI activity map

野口雄太　Yuta NOGUCHI

九州大学大学院人間環境学府都市共生デザイン専攻博士後期課程

川が土地を削り取ると同時に土砂崩れも発生している（宝珠山地区）

建設された木造仮設住宅（朝倉市林田仮設団地）

熊本のみんなの家を踏まえて設計された集会所（同仮設）

1. 林田仮設団地｜Hayashida

九州大学｜Kyusyu University

近畿大学｜Kinki University

2. 頓田仮設団地｜Tonta

九州大学｜Kyusyu University

福岡大学｜Fukuoka University

3. 東峰村仮設団地｜Toho-mura

九州産業大学｜Kyusyu Sangyo University

九州工業大学｜Kyusyu Institute of Technology

4. 宮野仮設団地｜Miyano

（担当大学なし）
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動
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プ
（
九
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部
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雨
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51

9

12

3

KASEI

Asakura-shi Hayashida

［Column］学生の声
食事会では、地域の女性や親子の方 と々星の数ほどの餃子を一緒に包みな
がらおしゃべりに興じました。折畳みテーブルは、団地のベテランの方の助
言もあり何とか完成し、後日使っていただけたようでほっとしました。

九州大学菊地研M1:片岡美佳

九州大学末廣研究室
遠藤由貴、谷口和弘、鶴田敬祐、Ester Peralta、河村悠希、大谷芽生
九州大学菊地研究室
野口雄太、前川遥奈、丸山千尋、薮井翔太郎、片岡美佳、沼口悠太、
春山詩菜（黒瀬研究室）

完成式パーティー

餅つき大会

折りたたみテーブル作成

九州大学末廣研・菊地研
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少しずつ、段階的に
KASEI 3

20 30

300

補助線

1

2

3 KASEI

Kenichi TANOUE

九州大学芸術工学研究院環境デザイン部門構築環境デザイン教授 KASEI

KASEI

1

KASEI 2 KASEI

応急仮設住宅と社会住宅との近似性

1 10.9 12.5m2

2.1 8.5 1

1.2 1.5m2

?

“ ”

2

KASEI

南阿蘇村長野地区で自主的に開設された「みんなの家」

宇土市新松原みんなの家ワークショップ

宇土市新松原みんなの家完成式

42 43
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いつどこでも起こりうる自然災害

岩手県陸前高田市での経験　
2011 3 11

1

2 011 12

400

KASEI

Masao YAHAGI

九州産業大学建築都市工学部建築学科教授

学生主体のKASEI活動の意義について
KASEI

KASEI 

プッシュ型みんなの家の設計を通して

2

KASEI

20

2

2

みんなの家という新しいビルディングタイプ

KASEI

今後のKASEI活動の在り方について

KASEI

熊本市城南町さんさん2丁目仮設団地プッシュ型みんなの家

阿蘇市内牧仮設団地プッシュ型みんなの家

学生と住民の方々で行った流しそうめん

小さな積み木の家＜集会所＞、岩手県陸前高田市

44 45
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2016 4 2

5

ArchiAid

KASEI 2016 7 1

ArchiAid KASEI

EXCEL

Facebook

KASEI

http://www.facebook.com/kasei2016

Facebook

1 2

Facebook

https://kasei.kumamoto.jp

Yujin HIRASE

佐賀大学工学系研究科都市工学専攻准教授

iphone google map GPS

2016 6

7

Facebook

Facebook

KASEI

KASEI 2017

KASEI

140

2017

360

KASEI 3

2018

2016 2017

KASEI

Facebook「KASEI｜九州建築学生仮設住宅
環境改善プロジェクト」ページ
（http://www.facebook.com/kasei2016）

KASEIプロジェクトホームページ
（https://kasei.kumamoto.jp）

2017年度グッドデザイン賞受賞

KASEI活動日誌

4746
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2016 4 14 16 2 7

（写真1）

K A P

2011 KAP

100

2012

2

30

KAP OB OG

KAP

KAP

C&A

（写真 2、3） 6 3 1

D＊1

KAP KASEI

Chikaaki NISHIMURA

熊本県土木部建築住宅局営繕課

写真1  仮設住宅の計画をする他県からの応援職員
（熊本県建築課提供）

写真3  「熊本型D」の原型となった
伊東豊雄KAPコミッショナーのスケッチ・
西原村小森第一仮設団地
（熊本県建築課提供）

写真2   仮設住宅の計画を検討する
伊東豊雄KAPコミッショナーと桂英昭KAPアドバイザー
（熊本県建築課提供）

110

C&A

40m2 60m2 2

80 KAP

8 8

KAP

2 3

K AP

Home-for-All

KASEI

KASEI

KAP

KAP

2 KAP

KASEI

KAP 4

KAP KASEI

KAP KASEI

＊1 桂英昭：「熊本型デフォルト－応急仮設住宅計画」、WEB版建築討論、建築時評、
 009号、2016年秋（7月-9月）、http://touron.aij.or.jp/2016/08/2438
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年 月 日 KASEI運営活動名 場所 主旨内容

2017 4 4 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第5回KASEI実行委員会の企画｜
プッシュ型みんなの家の進行状況について｜今年度の活動について

15 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第5回KASEI実行委員会の企画｜
年度末報告書について

　　 23 第5回KASEI実行委員会 熊本県 アートポリス講演会｜KASEIの各自治体の活動報告｜今後の活動について

5 9 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第5回KASEI実行委員会からの反省｜
年度末報告書について

27 運営委員会 熊本県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第6回KAISE実行委員会の企画｜
年度末報告書について

6 13 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第6回KAISE実行委員会の企画｜
年度末報告書について｜運営資金の使途について

7 2 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第6回KAISE実行委員会の企画｜
年度末報告書について｜今後の活動について、活動拠点について、全戸調査について、
みんなの家の使われ方について、東北視察について

15 第6回KASEI実行委員会 熊本県 東北大学小野田先生講演会｜活動レポート発表

27 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第6回KAISE実行委員会からの反省｜
年度末報告書について

8 17 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜年度末報告書について

9 7 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜年度末報告書について

28 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認|九州北部豪雨支援について｜
第7回KAISE実行委員会の企画｜年度末報告書について

10 17 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認|九州北部豪雨支援について｜
第7回KAISE実行委員会の企画｜年度末報告書について

30 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認|九州北部豪雨支援について｜
第7回KAISE実行委員会の企画｜年度末報告書について

11 22 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認|九州北部豪雨支援について｜
第7回KAISE実行委員会の企画

26 第7回KASEI実行委員会 熊本県 全戸調査アンケートの報告会

12 12 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認|九州北部豪雨支援について｜
第7回KAISE実行委員会からの反省|全戸調査アンケートについて

2018 1 9 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第8回KAISE実行委員会の企画｜
全戸調査アンケートについて

2 6 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認｜第8回KAISE実行委員会の企画｜
全戸調査アンケートについて｜組手什の納品と管理について

3 3 第8回KASEI実行委員会 鹿児島県 運営審議｜一年間の活動報告｜研究発表｜新年度、新体制に向けた話し合い

16 運営委員会 福岡県 活動報告、活動予定、運営方針の確認|第8回KAISE実行委員会からの反省｜
全戸調査アンケートについて｜360°カメラによるみんなの家撮影の企画

年間スケジュール
Annual Schedule

メディアスクラップ
Media Scrap

掲載日  
掲載紙
掲載面
特集ページ
記事タイトル

1. 2017.05.26
読売新聞
益城町テクノ団地に「みんなの砂場」が完成

2. 2017.07.11
RKK（熊本放送）
大津町室第二仮設プッシュ型みんなの家意見交換会

3. 2017.07.26
KKT（熊本県民テレビ）
宇土市新松原仮設プッシュ型みんなの家意見交換会

4. 2017.09.13
建設通信新聞
建築展2017東京シンポジウム
一緒に考え、一緒につくる「みんなの家」その先へ
https://www.kensetsunews.com/web-kan/104447

5. 2017.09.27
朝日新聞
益城の仮設に防風壁
山口大の学生らボランティア
https://www.asahi.com/articles/

ASK9V54W2K9VTLVB00Q.html

6. 2018.02.09
読売新聞
鹿児島大学が宇城市の仮設団地に「みんなの家」を設計

1 4 6

5

2

3

50 51

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ッ
プ



寄付賛同願い
Requests for Donations / Support

九州建築学生仮設住宅環境改善プロジェクト
賛助会員

・アーキタンツ一級建築士事務所

・（株）あい設計

・（株）アイ・トレーディング

・旭化成ホームズ（株）

・（株）梓設計

・伊藤建築都市設計室一級建築士事務所

・（株）一原産業

・インターメディア一級建築士事務所

・エイチツーアーキテクト一級建築士事務所

・大石和彦建築アトリエ

・小竹組

・JR九州株式会社

・（株）志賀設計

・株式会社醇建築まちづくり研究所

・（株）染野製作所

・（株）竹中工務店

・（有）田中俊彰設計室

・株式会社日建設計

・株式会社日本設計

・（株）松山建築設計室

・（株）ミスターフローリング

・（株）ファクタスアーキテクツ

・古森弘一建築設計事務所

・北海道パーケット工業（株）

・（株）無重力計画

・（株）室園建設

・（株）メイ建築研究所

・柳瀬真澄建築設計工房

・（株）山下設計

・リズムデザイン一級建築士事務所

・（有）Y設計室

（50音順）

活動助成・賛助会員
Supporters List
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有明工業高等専門学校藤原研究室 大政凪｜柴田逸希｜中川智哉｜吉村春香｜渡邉大貴｜池上大智｜宮田紳太郎　

大阪市立大学宮本研究室 川口昂史｜重光理沙｜中嶋純一｜菰口祐美子｜中林顕斗｜宮城太一

大阪市立大学横山研究室 土居和樹｜冨永彗｜海本芳希｜中野隆太

大阪工業大学前田研究室 東野健太｜阿部彩音｜島野美樹｜埜田太一｜萩原克典｜林雅大｜新井悠太｜隈元崚太｜

宇田政仁｜南石敦史｜帆足勇輝｜片岡一智｜岩村莉奈｜薮南美｜渡邊葵衣

鹿児島大学柴田研究室 明治強照｜坂井一隆｜上村佳子｜坂元利伎｜高尾奈緒｜中尾有希｜是松志門｜佐藤由奈｜

後藤隆誠｜森悠真｜宮原佳美

鹿児島大学鷹野研究室 林田真知｜畠俊典｜平川美憂｜加藤佳輝｜田村健太郎｜赤松麻由｜吉原佳代｜稲留壮親｜

大脇友里加｜柴田隆詠｜田畑貴士｜徳田優志｜安長瑠人

九州大学末廣研究室 遠藤由貴｜谷口和弘｜鶴田敬祐｜Ester Peralta｜河村悠希｜大谷芽生｜吉岡大貴（趙研究室）

九州大学菊池研究室 野口雄太｜前川遥奈｜丸山千尋｜薮井翔太郎｜片岡美佳｜沼口悠太｜春山詩菜（黒瀬研究室）

九州大学田上研究室 野添脩斗｜田中精耕｜河合恵美｜磯上千尋｜福田健｜有馬駿｜中原有理｜山中雄登｜

遠藤智樹｜宮嵜慧｜木山響心｜高尾昂大｜伊藤高基｜河原ゆい｜前田智洋

九州工業大学佐久間研究室 今井智也｜徳永晋｜野口亮太｜松山裕生｜池尻賢矢｜石川龍｜井藁大希｜西田淳

九州工業大学徳田研究室 大久美保｜木嶋耕平｜西田晴貴

九州産業大学矢作研究室 小澤成美｜松石和也｜近藤るい｜田所佑哉｜森田滉己｜山本彩菜｜井本大智｜濱津のぞみ｜

松田湖都美｜吉永広野

近畿大学益田研究室 守田駿｜藤原丈武｜野坂響｜大棚紀輝｜真弓静七｜樋口葵｜福田菜々子

熊本大学田中研究室 藤田智之｜古賀壮一朗｜中村太紀｜吉永優成｜甲斐悠加｜吉海雄大｜ワナズルフィア｜

牛島美夏｜立花和弥｜武井碩毅

熊本県立大学上拂研究室 森内貴士

熊本県立大学佐藤研究室 小濱光時｜宇治野里帆子｜加悦由樹｜金城正汰｜津田桂佑｜鳥越柚子｜中野未香子｜

山田大貴

熊本県立大学澤田研究室 境大介｜橋本康隆｜濱田兼士朗｜竹本雛子

熊本県立大学鄭研究室 高島遥｜平山響子

熊本県立大学環境共生学部居住環境学科 加藤里恵｜金氏竜哉｜川嶋梨月｜児玉誠二郎｜田上雄基｜西口昂輝｜野田歩実｜福住陽太｜

藤本功大｜松岡紗生｜飯星裕貴｜緒方優風｜加藤瑠華｜高沢香苗｜田北美早紀｜新山舞｜

野崎由佳｜野田理子｜長谷川侑希｜松永亜由美｜松藤優紀｜山口弥桜｜山崎朱音

熊本県立大学総合管理学部総合管理学科 阿部いずみ｜蛭子裕士

熊本高専下田研究室 許斐ももこ｜西田みずき｜藤井祐稀｜永野蓮太（浦野研究室）｜藤掛佑基（松家研究室）｜

井島拓也（入江研究室）｜松田崇志（上久保研究室）｜吉村龍（岩坪研究室）｜

小嶋晃平（勝野研究室）

佐賀大学平瀬研究室 副田和哉｜山田章人｜石井陽菜｜坂本明文｜広谷洸多｜大久保健太｜池尻真人｜江崎史浩｜

岳嘉鵬｜中村実咲｜永山貴規｜林田大晟｜NUTHAWAT RATTANASUPORNCHAI｜

JONGSUEBSOOK JAKKRAVUTH

崇城大学秋元研究室 安達大樹｜一鬼正浩｜笠井雄登｜下川祥平｜鶴えりな｜池田清華｜中村公俊｜中山毅男

崇城大学西郷研究室 谷本優希｜中津美穂｜古田佑季｜野嶋柊子｜二階堂匡佑｜福田智大｜森下鉄平｜坂井郁途

第一工業大学 河野宏文｜麻生大雅｜金枝秀憲

長崎大学安武研究室 望月咲｜石本隆之介｜黒板未来｜佐々木宏太｜鶴地宏海｜丸山一寿｜一瀬泰斗｜宇都宮想｜

加來夏美｜嶌村燿彦｜長岡康平｜白水涼子｜深澤恵

福岡大学四ヶ所研究室 西野雄太｜原昌平｜井上和音｜鈴木嗣巳｜出口貫太｜永松怜子｜中元翔一｜姫野勇輝｜

屋宜望｜岩井巧

福山市立大学 内海果奈｜新家健太｜舟木花織｜笠松千春｜坂篤紀

山口大学 今冨良介｜高橋弦士朗｜中尾汐里｜瀬戸口佳奈美｜菅元翔｜吉永裕樹｜小崎由香｜赤松恵｜

小坂田祥太｜黒田百夏｜花野修平｜三崎令羅｜石口真菜｜安部彩華｜新垣大貴｜塩谷玲奈｜

中村勇志｜呉英里子｜北村祐樹｜中谷壮悟｜濱友彦｜蒲池航洋

（50音順）

学生実行委員

朝廣和夫｜九州大学

赤川貴雄｜北九州市立大学

秋元一秀｜崇城大学

有馬隆文｜佐賀大学

安齋哲｜九州産業大学

岩元真明｜九州大学

岩佐明彦｜法政大学

井上朝雄｜九州大学

鵜飼哲矢｜九州大学

牛島朗｜山口大学

内田貴久｜長崎大学

内田文雄｜山口大学

大月敏雄｜東京大学

岡田知子｜西日本工業大学

桂英昭｜熊本大学

加藤浩司｜有明工業高等専門学校

菊地成朋｜九州大学

城戸崎和佐｜京都造形芸術大学

黒瀬武史｜九州大学

後藤隆太郎｜佐賀大学

西郷正浩｜崇城大学

佐久間治｜九州工業大学

佐藤哲｜熊本県立大学

志賀勉｜九州大学

四ヶ所高志｜福岡大学

柴田晃宏｜鹿児島大学

下田貞幸｜熊本高等専門学校

末廣香織｜九州大学

曽我部昌史｜神奈川大学

高橋浩伸｜熊本県立大学

鷹野敦｜鹿児島大学

田北雅裕｜九州大学

田中尚人｜熊本大学

田中智之｜熊本大学

谷正和｜九州大学

田上健一｜九州大学

槻橋修｜神戸大学

辻原万規彦｜熊本県立大学

寺川政司｜近畿大学

デワンカーバート｜北九州市立大学

徳田光弘｜九州工業大学

冨安亮輔｜東洋大学

中大窪千晶｜佐賀大学

中薗哲也｜崇城大学

根本修平｜福山市立大学

朴光賢｜鹿児島大学

姫野由香｜大分大学

平瀬有人｜佐賀大学

藤原ひとみ｜有明工業高等専門学校

藤田直子｜九州大学

星野裕司｜熊本大学

前田茂樹｜大阪工業大学

正木哲｜有明工業高等専門学校

益田信也｜近畿大学

増留麻紀子｜鹿児島大学

三笠友洋｜西日本工業大学

宮崎慎也｜福岡大学

宮本佳明｜大阪市立大学

安武敦子｜長崎大学

矢作昌生｜九州産業大学

横山俊祐｜大阪市立大学

（50音順）

実行委員

メンバー一覧
Member list
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KASEI

遠藤由貴　Yuki ENDO

2017年度学生代表
九州大学大学院人間環境学府空間システム専攻修士課程修了
清水建設株式会社設計部

編集後記
Postscript

KASEIプロジェクト年次報告2017

KASEI Annual Report 2017
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